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１．当該年度における研究開発の実施概要 

 

（１）研究開発概要 

「ミュオン特性Ｘ線を用いた元素分布の可視化技術の実現と、その応用に関わる検出器などの要素技術

開発およびデータ処理技術の高度化」を目的とします。軟Ｘ線から硬Ｘ線帯域の多チャンネルの半導体イメ

ージャーの要素技術は日本独自の技術であり、それをさらに発展させ、大型施設加速器で展開してきた、

ミュオン特性Ｘ線を用いた元素分布の可視化技術を底上げ、構図物イメージングにつながる技術開発を行

います。 

 

（２）実施内容と成果の概要（研究開発開始から当該年度末まで） 

令和 6（2024）年度 

CdTe ピクセル検出器は、CMOS ASIC を CdTe ピクセル素子に接合する際の熱入力がスペクトル性能を

劣化させる課題を解決し、99%以上の歩留まりを実現することを目標として、進めています。今年度はこれま

での設計資産を活用しつつ、5mm 角の ASIC の設計を完了させました。チップの歩留りを上げるために、プ

ロセスのばらつきだけでなく、電源電圧の変動と温度の変動を考慮に入れたモンテカルロシミュレーション

に取り組み、ピクセル間の性能ばらつきを定量化しました。 

ハイブリッド型 Si ピクセル検出器については、大面積(20 mm × 40 mm)のピクセル検出器を実現するこ

とが目標です。今年度は、12.8 mm 角(ピクセルサイズ 20 µm)の CMOS ASIC と接合した、ハイブリッド型セ

ンサーの試作品を開発しました。回路パラメーターを決定するために、この試作品の性能評価を行うための

セットアップを実験室に立ち上げ、センサー試作品の動作を確認できました。 

モノリシック型シリコン(Si)ピクセル検出器は、20 mm × 20 mm の有効面積で実用的なエネルギー分解

能をもつ大型 SOI-CMOS 検出器を実現することが目標です。今年度は、大型化によるエネルギー分解能

の劣化の原因を調査するための試作品である 25 mm × 15 mm の大型 SOI-CMOS 検出器と評価システ

ムの製造を行い、大型化によるエネルギー分解能の劣化の原因を調査する準備が整いました。また、大型

SOI-CMOS 検出器を設計する新しい環境を立ち上げました。 

各々の検出器の開発進度に合わせて、J-PARC のミュオンビームラインで検出器のテストを実施しました。 
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